
さいたま市はるの園 さいたま市さくら草学園 さいたま市杉の子園

①所在地
見沼区春野２丁目３番５
号

①所在地
浦和区領家１丁目５番１
６号

①所在地
中央区大戸２丁目７番１
７号

③施設の概要
開設時期
　平成２３年４月
敷地面積
　８８２．３８㎡
延床面積
　７９９.３５㎡
構造
　鉄筋コンクリート造
　２階建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、
事務室、相談室、調理室等

事業内容
　児童発達支援センターとし
ての下記の業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

③施設の概要
開設時期
　昭和４８年４月
敷地面積
　１，１７７．５４㎡
延床面積
　３４５.７０㎡
構造
　鉄筋コンクリート壁式構造
　平屋建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、
　事務室、相談室、調理室等
事業内容
　児童発達支援センターとし
ての下記の業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

③施設の概要
開設時期
　昭和５４年７月
敷地面積
　９６１．６６㎡
延床面積
　４６６．３０㎡
構造
　木造 ２階建て
主な施設
　指導室、集会室、医務室、
　事務室、相談室等
事業内容
　児童発達支援事業所として
の下記の業務
・児童発達支援事業
　　定員３０人
・保育所等訪問支援事業
・特定相談支援事業
・障害児相談支援事業

（4）指定期間、指定管理料

②施設の設置目的
　児童福祉法第４３条に規定する児童発達支援センター（はるの園、さくら草学園）、同法第
６条の２の２第１項に規定する障害児通所支援を行う施設（杉の子園）として障害児の支援
及び相談支援（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第５条第
１８に規定する相談支援をいう。）並びに障害児相談支援（児童福祉法第６条の２の２第７項
に規定する障害児相談支援をいう。）を行う。

（2）施設概要

社会福祉法人　さいたま市社会福祉事業団

令和３年度指定管理者評価シート

①指定期間
令和２年４月１日～令和７年３月３１日
②指定管理料
令和元年度（３施設）１０７，８６２千円
令和２年度（３施設） １０７，９７６千円
令和３年度（３施設） １０７，９７６千円

１．管理運営の状況等

（1）施設名

（3）指定管理者



さいたま市はるの園 さいたま市さくら草学園 さいたま市杉の子園

①運営業務の状況
（利用状況含む）
児童発達支援
◇利用状況
　・延利用者数 ６，５００
人（前年度６，１１３人）
・平均利用者数２７．７
人　（前年度２６．１人）
　・稼働率９２．２％
（前年度８７．１％）
◇業務実施状況
開園日数：２３５日
２～５才児の療育指導
発達相談、遠足、運動
会、健康診断、施設開
放　等

①運営業務の状況
　（利用状況含む）
児童発達支援
◇利用状況
　・延利用者数５，３２３
人
　　（前年度４，３５１人）
　・平均利用者数２３．１
人
　　（前年度１８．５人）
　・稼働率７７．１％
　　（前年度６１．７％）
◇業務実施状況
　開園日数：２３０日
　２～５才児の療育指導
　発達相談、遠足、
　運動会、健康診断　等

①運営業務の状況
　（利用状況含む）
児童発達支援
◇利用状況
　・延利用者数４，５１５
人
　　（前年度４，３２０人）
　・平均利用者数１９．５
人
　　（前年度１８．５人）
　・稼働率６４．９％
　　（前年度６１．５％）
◇業務実施状況
　開園日数：２３２日
　２～５才児の療育指導
　発達相談、遠足、
　運動会、健康診断　等

保育所等訪問支援
◇利用状況
・契約者数２２人
（前年度１８人）
延べ利用人数２５件
（前年度２１件）
◇業務実施状況
・保育園、幼稚園への訪問に
よる支援

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数２８人
　　（前年度２９人）
　・延べ利用人数６１件
　　（前年度７６件）
◇業務実績状況
　・保育園、幼稚園への
　　訪問による支援

保育所等訪問支援
◇利用状況
　・契約者数２２人
　　（前年度１７人）
　・延べ利用人数３６件
　　（前年度１４件）
◇業務実績状況
　・保育園、幼稚園への
　　訪問による支援

相談支援
◇利用状況・契約者数２２３
人
（前年度２１９人）
◇業務実施状況
一般相談及び計画の作成
・障害児支援２２５件
・継続障害児支援２３９件
・サービス利用支援０件
・継続サービス利用支援０件

相談支援
◇利用状況
　・契約者数１５７人
　　（前年度１５８人）
◇業務実績状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援２０６件
　・継続障害児支援１５７件
　・サービス利用支援０件
　・継続サービス利用支援
　　０件

相談支援
◇利用状況
　・契約者数１８８人
　　（前年度１８１人）
◇業務実績状況
　一般相談及び計画の作成
　・障害児支援１７６件
　・継続障害児支援２００件
　・サービス利用支援７５件
　・継続サービス利用支援
　　１１５件

②維持管理業務の状況
・定期清掃業務
・警備業務
・施設消毒業務
・消防設備保守点検業務
・昇降機設備点検業務　等

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

②維持管理業務の状況
　・定期清掃業務
　・警備業務
　・消防設備保守点検業務
　・園内殺虫消毒業務　等

（5）施設の管理運営の内容



③その他の業務
なし

③その他の業務
なし

③その他の業務
なし

①収入
・障害福祉サービス等
事業収入１１１，２１４千円
（前年度９６，１６０千円）
・指定管理料３４，５８３千円
（前年度３４，５８３千円）
・その他６，９２２千円
（前年度１７，４３７千円）

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入８６，７０１千円
　（前年度６６，８７７千円）
・指定管理料２２，１５１千円
　（前年度２２，１５１千円）
・その他１，６１７千円
　（前年度１８，８８５千円）

①収入
・障害福祉サービス等
　事業収入４７，８０８千円
　（前年度３７，５３６千円）
・指定管理料５１，２４２千円
　（前年度５１，２４２千円）
・その他１０，４７３千円
　（前年度６，１４７千円）

②支出
・人件費１０１，６６５千円
（前年度１０１，１１５千円）
・事務費３，０６１千円
（前年度３，３０６千円）
・施設管理費１３，７８４千円
（前年度１３，９９７千円）
・事業費２，７５８千円
(前年度３，８５８千円)
・繰入金支出２３，９６６千円
(前年度２３，９６６千円)
・その他７，１４７千円
（前年度１，９３８千円）

②支出
・人件費７８，７０８千円
　（前年度７８，４００千円）
・事務費２，０７５千円
　（前年度２，１８２千円）
・施設管理費１２，１５８千円
　（前年度１１，７０２千円）
・事業費１，７６９千円
　（前年度１，６９０千円）
・繰入金支出１３，０１５千円
　（前年度１３，０１５千円）
・その他１，２６６千円
　（前年度９２４千円）

②支出
・人件費８３，０２８千円
　（前年度７９，０１６千円）
・事務費２，６７８千円
　（前年度３，２７７千円）
・施設管理費２，２１５千円
　（前年度１，９０４千円）
・事業費６１３千円
　（前年度１，８３３千円）
・繰入金支出１１，２５６千円
　（前年度８，７５６千円）
・その他５，８５６千円
　（前年度１３９千円）

・日々の活動内容について散
歩を増やして欲しい等要望が
あった。保護者のニーズを把
握するためにアンケートをと
り、支援の参考とした。

・コロナウィルス感染症の感
染防止のため、「先輩の保護
者のお話を聞く会」を中止に
する予定であったが、保護者
からの強い要望があり、リ
モートにより実施をした。

・フォローグループについて、
保護者への伝達で、いつ・ど
こで・何があったかなど詳しく
聞きたいというご意見をいた
だき、活動内容は全体に伝
え、その後に個別に様子を伝
えるように配慮した。
・来園での面談が難しい場合
には電話で対応を行った。

（8）その他

（7）利用者アンケート等による
　　市民からの意見・要望等へ
　　の対応

（6）収支状況



（指定管理者から提案のあった項目の達成状況）

（1）指定管理者による評価

ヒヤリ・ハット報告、安全点検等
を行い事故防止に努めます。

関係機関と連携し、地域や保
護者のニーズを把握し、新規利
用児を獲得します。

各園にて季節に準じた行事を
実施します。

各区役所の保健センター主催の親子教室や、児童センターの発達相談に
赴き、地域のお子さんの情報共有を行った。また、療育が必要なお子さん
を把握し、施設の紹介から利用に繋げた。

新型コロナウイルス感染症の対策を行いながら、行事を実施した。運動会
では、園のホールで曜日や時間をずらす等、クラスごとに行った。遠足は
近隣の公園等での遠足を実施した。水遊び等、季節ならではの遊びもなる
べく取り入れた。

３．評価

施設の設備、遊具の安全点検を毎月実施した。園庭に関しては園児が安
心して遊べるよう、周囲の樹木の管理、雑草の除去を職員が行い、園庭使
用前に危険物や石が落ちていないかを確認した。ヒヤリハット報告書を作
成し、全職員に伝達を行った。

達成状況

利用児の健康を守るために、
「感染症対策マニュアル」に基
づき、施設の衛生管理を徹底し
て行います。「清掃点検票」を
使用して毎日清掃し、定期的に
館内消毒や害虫駆除を実施
し、清潔な環境を維持します。

「感染症のBCP計画」を作成し、衛生管理を行った。また、「清掃点検票」を
作成し、毎日館内を清掃し、チェックした。館内消毒(玩具、遊具、利用児の
手の届く所)も毎日行い、害虫駆除は年２回実施した。

当法人の療育施設の担当者及
び施設長による定期的な会議
をもち、情報の共有や研修など
を行います。

療育施設６園で実務担当者会議を開催した。マニュアルの改正や、情報共
有、事例検討会等を行った。(児童発達支援対象を７回、保育所等訪問支
援対象を2回(勉強会を含む)、作業療法士対象を５回、相談支援対象を10
回、施設長対象を１回)

提案内容

２．提案内容の達成状況



（2）さいたま市の評価（評価担当課：子ども未来局総合療育センターひまわり学園総務課）

（3）来年度の管理運営に対する指導事項等

新型コロナウイルス感染症拡大により、休園や事業の縮小等を行ったが、感染症BCPの基に対応を行い、
速やかな再開や事業継続を行うことができた。更なる感染症対策として、消毒・換気・検温の強化に加え、
他クラスとの部屋の共有部分は使用後に毎回消毒の実施や職員は園児と離れたところで昼食をとるなど、
感染リスクを減らす対応を行った。
①児童発達支援事業では、様々な遊びを通して指導を行う中で利用児が落ち着いて参加できる機会が増
えた。また、言語聴覚士等の専門職の意見を参考に指導に生かし、ひとり一人の発達段階や特性に応じた
指導を行った。
②保育所等訪問支援事業では、新型コロナウイルス感染症の影響が続いているが、訪問時間を調整し、必
要な支援を行うことができた。カンファレンスについては、訪問先の幼稚園・保育園のご希望により訪問時
や電話カンファレンスと臨機応変に行った。
③相談支援事業では、利用者・利用児及び保護者のアセスメントから状況を把握し、サービス等利用計画
書の作成を行った。関係機関との連携として、相談支援連絡協議会への参加や地域の事業に訪問し事業
内容や利用者・利用児の状況把握に努めた。

総合評価（B）※A～Ｄ
【市民サービスの向上、利用促進】
　保護者の発達相談の実施、地域や行政、教育機関等との連携を進める中で療育を必要とする児童の把
握に努めている。また、利用者へのアンケートや施設の自己評価を実施により課題の把握と改善に努めて
いる。市民サービスにおいては、職員の資質向上として内部研修や外部研修の受講を行っている。
【経費の削減】
　歳入では福祉サービス等事業収入が増収し、歳出では人件費が上がっている一方で事業費等の削減を
行うことで収支が改善されている。
【適正な管理運営の確保】
　感染症対策、施設に必要な保守点検業務等を実施し、利用者が安全に安心して利用できる施設の管理
に努めている。

　引き続き地域や関係機関との連携を強化し、市民サービスの向上に努めること。
　継続的に事業運営が行えるよう収支について引き続き必要な見直しを行うこと。


